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会 議 録 

会議の名称          令和６年度第２回川越市立学校給食センター運営委員会 

開 催 日 時 
令和７年３月１９日（水） 

１０時００分 開会 ・ １１時１０分 閉会 

開 催 場 所 川越市立菅間第二学校給食センター 研修室 

議長（会長） 

氏名 
会長 岡野一明 

出席者（委

員）氏名 

岡野一明 米塚貴洋 吉川恭子 吉田朋矢 原江里子 

戸田知子 星 志保 尾関哲也 小俣和広 丸山 浩 

西村早苗     （１１名） 

欠席者（委

員）氏名 
浅野 聡 長岡聡司（２名） 

事務局職員

職 氏 名 

学校教育部長 岡島一恵 

学校給食課長 宮沢 茂 

菅間学校給食センター所長 石井正孝 

菅間第二学校給食センター所長 石倉照久 

今成学校給食センター所長 山本勇志 

学校給食課副主幹 粕谷貴幸 

学校給食課主査  松栄睦美 

     主査  関千恵理 

学校給食課主任  小澤裕樹 

     主事  関根健人 

会 

議 

次 

第 

１ 開会 

２ 議題 

（１）令和７年度学校給食業務計画（案）について 

（２）学校給食の提供状況について 

（３）学校給食費について 

（４）その他 

３ 報告 

  （１）食材等に関する報告事案について 

６ 閉会 

配 布 資 料 

第２回 川越市立学校給食センター運営委員会次第 

川越市立学校給食センター運営委員会 委員名簿 

資料   令和７年度学校給食業務事業計画（案） 

追加資料 学校給食費の内訳と改定額（案）について 

     ストローがいらない紙パック 

     Ｓｃｏｏｌ ＰＯＰの開け方 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

―配布資料確認― 

議題 

（１）令和７年度学校給食業務計画（案）について 

・なお予算等については、議決前なので取り扱いにご留意

いただきたい。 

 

・食育事業で、計画にあったものの実施がなかったものがあ

ったのか。 

 

・小学校５・６年生家庭科における事業が令和６年度は、学

校からの要請がなかったものである。 

 

・学習の姿勢がある児童生徒を対象にすることは大事なこ

とである。 

 

・学校の現場では、食育に関する内容は実施しているものの

学校給食課が関わったものがなかったということである。

令和５年度については、１３回ほど実施はしていた。 

 

・学校では、調理実習をしており、家庭科担任やデジタル担

当と取り組んでいる。活用するかは、時期的なものもある

かもしれないので、例えば、調理前の段階での栄養士派遣

の活用はできるのではないだろうか。 

 

・担任外の先生が担当しており、指導に困っている状況では

ない。 

 

・センターの栄養士などを活用すべきではないかとの提案

である。つながりを有効活用してほしい。 

 

（２）学校給食の提供状況について 

・栄養摂取基準を満たしながら提供しているものの、特に１

月分以降で主食を減量したり、ヨーグルトやゼリーなどの

提供を控えているものである。 

・実際に、給食の現場も何カ所か見に行くとともに、ご意見 

もいただいた。 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

・クリスマスケーキが出ていないことが話題になり、子ども 

 たちはがっかりしていた。思い出にもなるものだし、とて

も楽しみにしている。 

・いじめのアンケートのように保護者にもアンケートをし

てみたらどうか。 

 

・検討していく。 

 

・量が減っていることまでは、聞いていなかった。 

・おやつもないと足りない状況なので、給食でも他人よりも

いただいていると思う。 

・ケーキが出なかったのは残念だった。 

・給食だよりで献立のレシピが掲載されるが、実際に食べる

と印象が違うと思う。 

 

・デザートの減や米が少なくなっていることは、一時的なこ

となのか。これらの対応は、保護者に正しく伝わっていな

いと思う。 

・給食費を払っていない人もいるが、払っているからには、

栄養価の満たされたものを食べたい。 

 

・主食の金額の影響を受けて、令和６年度の対応は一時的な

ものであり、令和７年度は物価高騰分などについて、予算

を確保していく。 

 

（３）学校給食費について 

・無償化の話しとは別に、学校給食費がいくらが適当かは、

以前からも説明をしてきた。 

・無償化は、子育て支援や保護者負担軽減であるが、一方で

教職員等については、実費徴収となる。 

 

・物価高騰への対応は、具体的にどうするのか。 

 

・国の重点交付金として、給食はカテゴリーとして挙げられ

ているので、必要額を精査し、財政部局に要求していく。 

 



4 

 

  議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

・資料の金額は、実際にかかっている賄材料費という理解で

よろしいか。 

・米を５ｇマイナスにすると量としては、１０ｇ程度で、人

にもよるが、１口程度の量である。この差がわかるという

ことは、とても敏感である。 

 

・実際は、残菜もあり、学校、クラスや学年、さらには地域

性によっても食べる感覚は様々である。  

 

・個人差や部活の状況で、摂食状況は、ムラがあると思う。 

・配膳方法の工夫でも変わってくるかもしれない。 

 

報告事項（１）食材等に関する報告事案について 

・令和６年度については、重大事案は発生していない。 

・１１月１日にアレルギー対応食用のコッペパンにコバエ

が入っていたため喫食を中止し、後日、代替品を提供した

事例はあった。 

・健康被害に及ぶものが発生した場合には、速やかに報告さ

せていただく。 

 

報告事項（２）その他 

・年間の給食回数に決まりはあるのか。 

 

・中学校の部活動における体育大会、小中学校の行事によ

り、給食の回数は異なってくるが、令和７年度は、小学校

１８８回、中学校１８９回をベースとしている。 

・なお、菅間第二学校給食センターは、運営を民間事業者が

担っているが、契約上、一定の回数や食数を維持すること

を条件としているため、１９０回前後を目安としている。 

・なお、プラスマイナス回数は、協議事項となっている。 

 

・保護者がお弁当を負担することにより、給食の回数を減  

 らせば食材費の確保になるのではないか。 

・他校との部活交流やお弁当を外で食べる機会を作れば、

思い出作りにもなる。１つの提案だが。 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

・平成２６年度には、物価高騰に伴って、２回ほど提供回

数を減らしたことがあった。その後は、１９０回をベー

スにしている。 

 

・ナッツ類の提供はしないなどのアレルギー対応はどうし

ているか。 

  

・アレルギー対応は、卵・乳・卵と乳の除去食で対応し、

必要に応じて、給食の成分表などをお示ししている。 

 

・学校薬剤師として、センターや各学校の給食受け入れ口

などの検査を行っており、安全面での関りである。 

 

・健康被害はなかったということで、引き続き、安全管理

に努めていただきたい。 

 

・少しでも、子どもたちの健康増進が図られるような事業を

行ってほしいと思う。 

・他国でも、日本のような学校給食が広がる傾向があり、日

本の取り組みが注目されており、さらなる食育の充実を望

むものである。 

  

報告事項（３）牛乳パックの規格変更について 

・令和７年４月から牛乳パックの規格が、ストローレスパ

ッケージに変更となる。 

 

以上をもって会議を終了とする。 

 


